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おがの家庭教育宣言アンケートを実施 
秩父地区ＰＴＡ連合会小鹿野支部の皆様のご理解ご協力をいただき

ながら、それぞれの学校やご家庭で、平成３０年度も家庭教育宣言の

推進を図っていただきました。 

１月までにご家庭からふりかえりのアンケートを各学校に提出いた

だきました。２月２７日（月）には、ＰＴＡ会長会議にて集計・分析

を行い、３月にお知らせする予定です。 

子供たちの生活習慣の確立は、ご家庭のご協力なしには成り立ちま

せん。今年度の子供たちのがんばりの様子ばかりでなく、小鹿野町の

ご家庭の意識の高まりがどのようであったかを振り返り、ご家庭でお

子さんと話し合う機会としてください。 

 

左右の表は、小・中学校のある先生の１日

を例示したものです。先生方の勤務時間は７

時間４５分（休憩４５分）です。二つの表の

太枠が勤務時間となります。  

小鹿野町の教職員は、子供たちのために熱

心に取り組んでいます。しかし、学校は、今、

たくさんの業務を抱え込み、多忙を極めてお

ります。二つの表のように勤務時間外に業務

を行い、過労死ラインとされる月８０時間を

超える先生もいます。このままでは、健康な

まま子供たちに向き合うことができなくなっ

てしまう可能性があります。 

そこで、小鹿野町教育委員会では、先生方

が子供と向き合う時間を確保し、子供の可能

性を伸ばす質の高い教育の提供する学校を目

指して、働き方改革を推進しています。 

キーワードを「教職員個々の小さな負担軽

減の蓄積」とし、「諸会議の終了時間の設定・

厳守」「出退勤時間の確実な記録による業務に

対する時間感覚や遂行の在り方等の見直し」

「業務に対する進行管理の改善（人に渡す業

務を最優先）」等、様々な取組を実践していま

す。これらの取組を進めるにあたり、保護者

や地域の皆様のご理解とご支援が不可欠で

す。保護者、地域の皆様のお力添えを、よろ

しくお願いします。 

出勤・１日の準備

登校指導

7:30

7 :55

8 :20
朝の活動・健康観察

小学校　A先生の１日
勤務時間　8:20～16:50

（休憩）
15:50

16 :15

国語

自学ノートチェック（休み時間）

社会

児童と外遊び（業間休み)

体育

実験準備（休み時間）

16:50

17 :40

18 :10

13 :30

13 :50

14 :35

14 :45

15 :30

8 :40

9 :25

9 :35

10 :20

10 :40

11 :25

11 :35

12 :20

13 :10

総合的な学習の時間

帰りの会・下校指導

学年の打合せ・行事準備

学級だより作成

保護者対応

ノートチェック・採点

理科

給食指導

清掃指導

児童と外遊び（昼休み・休憩）

総合的な学習の時間

配布物の準備（休み時間）

教材研究

19:00

19 :45

 ～小鹿野町立学校等の働き方改革の推進～

ワークシート作成・印刷

行事の準備

19:20

19 :45

20 :30

下校指導

保護者対応

教材研究
18:30

15 :50

16 :05

16 :35

16 :50

17 :50

18 :00

13 :25

13 :40

14 :30

14 :40

15 :30

給食片付け指導
（昼休み・休憩）

C組理科

中学校　B先生の１日
勤務時間　8:20～16:50

出勤・１日の準備

部活動指導

登校指導

職員集会・朝読書・朝の会

A組理科

生徒の話を聞く（休み時間）

学級だよりの作成

清掃指導

帰りの会

学年の打合せ（休憩）

部活動指導

部活動指導

B組理科

授業準備（休み時間）

A組道徳

生徒の話を聞く（休み時間）

生活記録ノートのチェック・採点

給食指導

理科室の整理（休み時間）

13:15

9 :55

10 :45

10 :55

11 :45

11 :55

12 :45

7 :15

7 :30

8 :00

8 :20

8 :55

9 :45

３ 



お が の 化 石 館 を 会 場 に 講 座 を 開 催

【参加者の感想 （一部）】
。 。○ 化石がいっぱいとれてよかった ○ 化石のことがよくわかりました

○ 化石をほるのがおもしろかったです。
○ 身の回りの自然のことを知ることはおもしろいことだなと思い、もっと

知りたいと思いました。講座に参加できてとてもよかったです。

小学生科学不思議講座は、小学４年生～６年生の児童（小学校の希望者）を対象
に年間６回小鹿野高校を会場として実施しました。（第４回講座は「おがの化石館」
で実施）

講座修了後のアンケートでは、全員が「楽しかった」と回答しています。この講座
を通して、理科好きな子供たちが育っていることを感じられました。

毎回楽しい講座を実施していただきました小鹿野高校理科部の先生方ありがとうご
ざいました。

漢 検 英 検

講座は楽しかった ８７ ９０

講座はわかりやすかった ９０ ９３

講座は受検に役立った ８７ ８５

（受講者 英検：５７人 漢検：１００人、単位は％）

両講座は５月から10月までに6回実施し、全出席の受講生もたくさんおりました。
アンケート結果を見ると、この講座はわかりやすく、楽しく、さらに検定に役立っ

たことがわかります。講師の先生方から、「受講生は全員真面目に一生懸命取り組ん
でいた。」との言葉もいただきました。

講師の先生方、熱心にご指導いただき、ありがとうございました。
なお、検定結果については、次号以降でお知らせします。

アンケート集計結果から

英検講座

漢検講座

真剣に学ぶ

受 講 生

４

ヨコヤマウバガイがとれましたヨコヤマウバガイがとれましたヨコヤマウバガイがとれました

小鹿野未来塾小鹿野未来塾≪小鹿野未来塾≫
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